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た。2010年10月には大学内には「新生公立鳥取環境大学
設立協議会」が設置され、一気に公立化へと進み、2012
年４月に環境学部と経営学部の２学部からなる公立大学
法人鳥取環境大学が誕生した。公立大学後は職員による
積極的な高校訪問や種々の大学の活動が次第に認めら
れ、公立大学の利点と相まって多くの志願者を得るに
至った。私の鳥取での９年間は、研究とは違ったもので
あったが、教職員の皆様と必死になって戦った結果であ
ることを誇りに思い、退職できるのは誠に幸せなことで
ある。今後も現状におごることなく常に緊張感をもって、
大学づくりに励んでほしい。大学は学生のためにあり、
学生がこの大学に「来てよかった」「行ってよかった」
と思ってくれることを常に考えてほしいと思う。今後の
ますますの大学の発展を祈念している。

２．私の研究史
　私の研究は大きく４つに分けることができる。①ブロ
ムモザイクウイルス（BMV）の増殖並びに遺伝子発現
の研究、②カリフラワーモザイクウイルス（CaMV）の
遺 伝 子 解 析 と そ の 利 用、 ③ ウ リ 類 炭 素 病 菌
（Colletotrichum lagenarium）のメラニン合成酵素遺伝
子に関する研究、④シマアジの神経壊死症ウイルス
（SJNNV）の防除法の確立である。いずれもそれぞれ
研究を始める動機は面白く異なっている。
　1964年（昭和39年）岡山大学農学部農学専攻を卒業し
て京都大学農学研究科農林生物学科に入学した。この学
科は４講座からなり、当時は25名の教員がいた。入学定
員が15名で、教員の方が多かった。学生の入学は大変難
しく、医学部と同じくらいの成績が必要であった。当然
私も１浪をしてやっと大学院に入った次第である。所属
した講座は植物病理学で農学部には１講座しかないが、
植物の病気のあらゆることについて対応する学問分野で
ある。ヒトの病気の場合は講座と違い（医）学部となり、
その中に当時でも70講座ぐらいはあったと思う。人と植
物との違いはあっても、中身は人の病気とほぼ一緒で病
原体の種類もほぼ同じである。ヒトの病気の場合はウイ
ルス病が最も多く、次いで細菌病、そしてごくわずかに
糸状菌病（いわゆる水虫など）がある。一方、植物では
約70％が糸状菌病で、ウイルス病と細菌病が15％ずつと
なる。さらに、医者は病気を治療するが、植物の病気は
治療という概念がなく、予防という観点が中心となる。
なぜなら病気になって茶色に変色した葉が元の緑になる
ことはないのである。したがって最良の植物の病気への
対応は焼き捨てることである。そうすれば病気は広がら
ないし、病原菌も焼き殺すことになる。我々は植物の悲

鳴を聞き取ることができないから、そのような殺生も平
気でやってしまうのである。
　小さい女の子がレンゲ畑でレンゲの花を摘み腕輪をし
ていたら、大人は「○○ちゃんかわいいね」と言うけれ
ど、近所のガキ大将が棒でニワトリの首を刎ねていたら、
すべての大人がきっと「○○ちゃんやめなさい」と叱る
に違いない。植物がいかにも生き物でないような感覚で
扱われているのは悲しい。研究においてもそのような扱
いを受けることがある。それについては後程述べる。
　私の専門は植物ウイルス学、主としてウイルスの増殖
に関する研究であった。生物と無生物の違いは自己増殖
できるかどうか、もう少しわかりやすく言うと同じもの
から同じものが作れるものを生物ということができる。
押しピンから押しピンができないので押しピンは無生物
ということになる。その点から考えるとウイルス粒子か
らウイルス粒子が作られるのでウイルスは生物であると
いえそうだが、自分の体を作るためには他の生物の細胞
の力を借りる必要がある。すなわちウイルス粒子を作る
材料やエネルギーは細胞からもらう必要があるので単独
では増殖することができない。だから無生物ともいえる。
　さて、前置きはこれくらいにして、私が初めて研究ら
しい研究に取り組んだのはタバコモザイクウイルスの増
殖に関する研究であった。もともと与えられた研究テー
マに全く興味がなかったので、担当教員の助教授の先生
がアメリカに留学した機会をとらえ、これ幸いと当時ア
メリカ帰りの新進気鋭の助手の先生に指導者を鞍替えし
た。後でこっぴどく助教授の先生に叱られた。
　1964年秋であった。当時は電子顕微鏡でタバコモザイ
クウイルスの形はわかっていた。また遺伝子情報（ウイ
ルスの設計図）として RNA を持っていることもわかっ
ていた。ウイルスの増殖過程を研究するためには、植物
の葉にウイルスを感染させる必要がある。植物の葉にウ
イルス液をカーボランダム（金剛石の細かい粒）ととも
に葉にこすりつけ、目に見えない小さな傷をつける。そ
の傷からウイルス粒子が細胞内に侵入する。侵入後のウ
イルスの状況を知るためタンパク質合成阻害剤や核酸合
成阻害剤を用いて、詳しくウイルスの増殖過程を調査し
た結果、接種直後のタンパク合成を阻害するとウイルス
の増殖が強く阻害されたが、１時間後の薬剤処理では全
く阻害されず、むしろ増殖を促進させることが分かり、
ウイルスが細胞内に侵入した直後に起きるタンパク合成
が そ の 後 の 増 殖 に 重 要 で あ る こ と が 分 か っ た
（Phytopath. Z. 1969, 1970）。当時はまだ伝統あるドイ
ツ語の雑誌があったので英文で投稿した。私が書いた初
めての論文であったので思い出深く、今でも鮮明に覚え
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との出会いも古く、カナダから帰国した秋に、同じ研究
室に国家公務員の上級職（農学）を一番で受かった修士
２年生がいた。ウリ類炭素病菌を用いて胞子の生理学的
な研究をしていたが、あまり熱が入らないようであった
ので、少し面倒を見ることになった。普通の攻め方では
なかなかクリアカットな結果が出にくいことが分かって
いたので、まずは多くの突然変異体を作成し、DNA 分
析から感染に必要なメラニン合成系に関連する遺伝子を
同定し、遺伝子解析を行った（Mol. Plant Micro. Inter. 
1991a, 1991b, Curr. Genet. 1994）。メラニンが植物への
感染過程に普遍的に重要であることが分かり、メラニン
合成阻害剤が開発された。しかし、その研究の中心的役
割を果たしていた助手が京都府立大学の准教授として転
出したため、研究組織も移動した。研究成果にインパク
トがあったため株菌の名前である104-T はこの分野では
大変有名になった。わが研究室から投稿する論文はほと
んどクレームがつかず学術雑誌に掲載された。
　話が変わって、1989年、「魚のウイルス病に効く薬は
ないか？」との一本の電話があり、シマアジの神経壊死
ウイルス病の研究がスタートした。このウイルスは昆虫
ウイルスの仲間であることがわかり、のちになって新種
の魚類ウイルス（SJNNV）として登録した（Virology 
1994）。シマアジの養殖現場でのウイルス病であり、罹
病しているかどうかを判定するための方法を抗原抗体法
によって確立した（Aquaculture, 1995a, 1995b）。その後、
ウイルスゲノムをクローニングし、試験管内でウイルス
を合成することに成功し、研究は大いに進み、世界から
注目された。シマアジの養殖も順調に進んだ。ちなみに、
当時シマアジの仔魚一匹の値段が600円であった。我々
が研究基地として使っていた長崎五島列島の栽培漁業セ
ンターでは年間100万匹生産できるようになった（その


